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NPO法人英田上山棚田団

大

芦

の

か

け

い

で

掃

除

英田上山新聞

4

月
中
旬
、
後
逧
の
水
路
の
補
修
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
事
前
の
段
取
り
は
須
田
す
す
む
さ
ん
が
進
め
て

く
だ
さ
り
、
当
日
は
須
田
夫
妻
、
高
原
夫
妻
、
棚
田

団
の
水
柿
の
計
5

人
で
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
、
無

事
に
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上

山
で
は
「
多
面
的
機
能
支
払
い
」
と
い
う
国
の
制
度

を
活
用
し
て
、
水
路
や
農
道
の
修
繕
箇
所
を
洗
い
出

し
維
持
管
理
の
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
水
路
掃
除
や
道
づ
く
り
で
気
に
な

る
箇
所
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
藤
原
区
長
、
大
芦
の
梅
谷
、
後
逧
の
水
柿
、
八

伏
の
蟻
正
、
い
ず
れ
か
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

4

月
の
上
山
サ
ロ
ン
は
春
を
楽
し
む
天
ぷ
ら
を
メ
イ

ン
に
メ
ニ
ュ
ー
を
決
定
。
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ユ
キ
ノ
シ

タ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
新
玉
ね
ぎ
、
筍
な
ど
、
揚
げ

た
て
の
天
ぷ
ら
を
、
筍
の
炊
込
み
ご
飯
、
お
吸
い
物

と
共
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
月
は
日
生
に
魚
を
仕

入
れ
に
行
っ
て
、
刺
身
定
食
を
準
備
す
る
予
定
で
す
。

魚
の
種
類
は
市
場
次
第
で
す
が
、
お
楽
し
み
に
！

春

の

天

ぷ

ら

ラ

ン

チ

４
月
の
上
山
サ
ロ
ン

水
路
の
補
修
作
業

毎
年
4

月
29

日
は
「
か
け
い
で
掃
除
」
の
日
。

上
山
の
棚
田
の
水
源
で
あ
る
大
芦
池
周
辺
に
は
「
か
け

い
で
」
と
呼
ば
れ
る
水
路
が
2

本
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
山
頂
付
近
を
縫
う
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
こ

の
水
路
。
山
に
降
り
そ
そ
い
だ
雨
を
池
に
集
め
て
農
業

用
水
と
し
て
溜
め
る
役
割
が
あ
る
と
同
時
に
、
集
落
の

居
住
エ
リ
ア
に
雨
水
が
一
気
に
流
れ
込
む
こ
と
を
防
い

で
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
か
け
い
で
掃
除
は
水

稲
の
作
付
け
を
す
る
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
上
山
で
暮

ら
す
住
民
の
多
数
が
参
加
し
て
行
う
地
区
全
体
の
恒
例

行
事
で
す
。
具
体
的
な
作
業
内
容
と
し
て
は
、
草
を
刈

り
、
冬
場
に
積
も
っ
た
落
ち
葉
や
泥
を
手
作
業
で
か
き

上
げ
て
い
く
も
の
で
、
人
手
が
な
い
と
か
な
り
の
重
労

働
に
な
り
ま
す
。
か
つ
て
は
高
齢
化
に
よ
り
参
加
者
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
７
年
の
英
田
上

山
棚
田
団
結
成
以
降
、
外
部
か
ら
水
路
掃
除
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
増
加
。
今
年
も
稲
株
主
の
皆
様
や

企
画
ツ
ア
ー
で
上
山
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
の
協

力
が
あ
り
、
地
域
内
外
合
わ
せ
て
70

名
以
上
の
参
加

に
よ
っ
て
、
無
事
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
て
「
山→

池
」
に
か
か
る
水
路
の
掃
除
が

完
了
。
5

月
に
は
「
池→

棚
田
」
に
か
け
て
の
水
路

掃
除
が
集
落
ご
と
に
分
担
し
て
行
わ
れ
、
6

月
1

日

か
ら
よ
う
や
く
池
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総

勢

7

0

名

が

参

加

古
民
家
拠
点
の
整
備

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
上
山
の
棚
田
を
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
拠
点
で
あ
る
古
民
家
「
い
ち
ょ

う
庵
」
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
稲
株
主
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
た
い
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、

空
地
区
の
三
宅
七
帆
さ
ん
が
理
想
の
拠
点
を
絵
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら

一
つ
ず
つ
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
子
供
の
遊
び

場
の
設
置
な
ど
は
イ
ベ
ン
ト
に
も
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、
地
域
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



あつまりごと・出店

＠上山公会堂
毎週水曜日

9:30～12:00

＠棚田サ寮
５月15日（水）12時

参加費：500円
ランチ付

囲碁ボール 移動スーパー 湯郷マルシェ上山サロン

第2･4水曜日
井上さん小磯さんが
集落内を巡ります

棚田団は
出店お休みです

こんにちは くままるです。
上山地区の地域おこし協力隊も3年目に入り
ました。卒業までの残り1年をどう過ごすの
か、協力隊卒業後はどうするのか、考えなけ
ればいけない時期にきています。まずは、こ
れまで通り棚田のお米つくりは続けていきた
いと思っています。
それと、卒業後に向けて事業を始めていきま
す。屋号は「リベアショップくままる」です。
どんなことをするのかというと、小型農機具
の修理・メンテナンスから始めて、徐々にで
きることを広げていこうと思っています。販
売やレンタルとかもできたらいいかなと。い
ちょう庵で農機具相談会もやってみようかと
も企んでいます。まだまだこれからも、皆さ
んに頼ること多いかと思いますが、ご協力お
願いします。

大阪府吹田市から参りました宮崎陽です。
大学卒業後、大阪にて4年半金融機関に勤めてました
が、コロナをきっかけに暮らしを見つめ直し、自然
に近いところを探していた中で上山に辿り着きまし
た。
英田スカイブルークラインガルテンにて、自然体験
の受け入れや貸し農園の管理を行っていきます。ま
た昨年末につけもの屋を継承し、白菜の浅漬けを近
隣に出荷しております。今は上山で採れたものでな
にかできないかと模索中です。どうぞよろしくお願
いします。

今年度から美作市地域おこし協力隊として上山に
移住しました、宮脇令佳と申します。私は約1年
半程、古民家の改修作業の際に上山を訪れていま
した。上山での様々な体験を通して、農村での暮
らしや文化、上山のことをもっと知りたい、また
私自身が考える豊かな生活がここにあるのではな
いかと思うようになりました。そしてこの度協力
隊の制度を利用して移住を決断しました。
これからは地域の行事や作業に参加しながら、協
力隊として上山の地域にできることを考えて精一
杯取り組んでいきます。また分からないこともた
くさんあるので教えていただけると嬉しいです。
これからどうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊からの
ごあいさつ
今年度、上山で活動する協力隊を紹介します。
農機具修理、貸農園の管理、古民家の活用…
棚田再生以外の活動にも注目です！！

1年目
宮崎 陽さん

1年目
宮脇 令佳さん

３年目 熊丸 博樹さん
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